





















































































































































































































































































































































































































2008年4月 19% 63% 18%














2010年 57%)､(妥 ｢ロシア公文古館の全資料公開｣(2008年 58%,2010年 560/o)､(動｢事件をジェ
ノサイドとして公式に認めることO｣(2008年 53%､2010年 53%)､④｢ソ連が長年偽り続けてきた
ことに対する賓任追及｣(2008年 38%､2010年 42%)､(参｢調査および被疑者の公表 (すでに亡く
なっている人に対しても)｣(2008年 43%､2010年 27%)､(参 ｢迫族への賠償｣(2008年 33%､2010
年26%)､｢⑦現在生きている被疑者を罰するO｣(2008年 32%､2010年 21%)､⑧ ｢ロシアの教科flEjt-











アの働きを見せようとしている｡｣(そう思う 74%､そう思わない 11%､どちらともいえない 15%)
(彰 ｢ロシアは歴史の障害を解決､そして事実の公表や清算をしたいと思っている｡｣(そう思う 26%､
そう思わない 560/O､どちらともいえない 18%)③ ｢ロシアはロシア史上におけるスターリンの全







(∋プーチン首相の式典出席はほとんどプロパガンダ的であり､世界にロシアの働きを見せようとしているo 74% 11% 15%
②ロシアは歴史の障害を解決､そして事実の公表や清算をしたいと思っている. 26% 56% 18%
③ロシアはロシア史上におけるス夕-リンの全犯罪を清算したいと思っているo 19% 63% 18%
④ロシアはポーランドとの関係を改善したいと思っている○ 43% 39% 18%






















































474%にものぼっている｡349%が ｢ソ連の犯行｣,177%が ｢ドイツの犯行｣と答えている (図5参.F'i)O
図5 ②誰がポーランド人将校を射殺したか
(出所)httpノ/wwwtvn24pL/0165332501JosJanle･Wledza･ひkatyruu-po･katastro丘e-Jakby-wleCeJ.WladomoschtmJ
のデータにもとづき筆者作成｡
38LevadaAnaly⊂lCalCenter/Levada{:enter2002年設立のロシ7の非政府系の横間で世論調査､経済調査-Sを
行っている｡
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③ ｢NKVDによって殺害されたポーランド人将校に関する文番の存在をしっているか｡｣という質
問では､｢知っている｡文書は存在するO｣と答えたのは255%､｢知っているが､文書の存在は確かで
はないO｣は275%､｢初めて開いたO｣は全体のほほ半数 (47%)であった (図6参照)0
図6 ③NKVDによって殺害されたポーランド人将校に関する文書の存在を知っているか
(出所)http//wwwtvn24pl/01653325,0,i,ros)anle-Wledza-0-katynlu一pO-katastrofle-)akby-wleCel,Wladomoschtml
のデータにもとづき準名作成｡
(彰｢1990年にロシアはカティンの森事件をソ連の犯行と認めたこと､そして安住はソ連にあると知っ
ているかO｣では､｢知っている｣は235%であり､｢初めて聞いた｣と答えたのは764%という結果で
ある (図7参照)O
図7 (彰1990年にロシアはカティンの森事件をソ連の犯行と認めたこと､そして責任はソ連にあると知っているか
(出所)http//wwwtvn24pl/01653325,0.1rosJanle-WLedza-0-katynlu-pO-katastrofle-Jakby-wleCeJ,Wladomoschtmlの
デ-タにもとづき空任者作成｡
4月の大統領機墜落事故およびアンジェイ ワイダ監督の映画 rカティンの森｣がロシアのテレビ
で放送されてから､ロシア人でカティンの森事件を知る人が43%だったのが74%まで増加したOおよ
そ3分の1のロシア人が両国間の関係を修復しなければならないと答えているQ映画rカティンの森J
をテレビ放送で見たロシア人はおよそ280万人にものぼっており,このことが事件を知るロシア人の増
加の主な要因になったのではないかとの見方がある｡今回の事故によって､ロシアのメディアでもカ
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ティンの森事件が取り上げられるようになったのは事実である｡さらに､事故がロシアとポーランド
の関係に影響を及ぼすかという質問に対して､34%が何の影響も及ぼさない､30%が両国間の関係は
修復に向かう､およそ20%が関係は悪化すると答えているO最後に､両国間の問題について､21%の
ロシア人がロシアは1939年のソ連のポーランド侵攻､スターリンの犯罪を認めたくないと考えてい
る390このロシアの世論調査が示しているように､ポーランドとは反対に､ロシア人は自分の国で起
きた事件をこれまでほとんど知らなかったことが明らかになった｡ロシア人もソ連の国の体制によっ
て､カティンの森事件だけではなく､ロシア人自体が受けた犯罪までも隠蔽され､それが社会の明る
みに出ることはなかったのである｡しかし､事件から70年確った現在､プーチン首相の式典出席､そ
してポーランド大統領をはじめ政府の要人を乗せた飛行機の追悼式典へ向う途中での墜落事故が､ロ
シア人にとってカティンの森事件を知る大きなきっかけとなり､今後ロシア人における事件の認識が
少しずつ変化していくのではないかと推測できる｡
4 まとめにかえて
本稿では､カティンの森事件2つの側面､すなわち ｢事件の真相解明｣と ｢政治の道具としての事
件｣の側面を持っていることを明らかにし､特に2つめの側面である歴史の空白の政治利用が現在の
国家間関係にとって重要な意味を持っていることを考察した｡ポーランドが､ヨーロッパの地政学的
再編の中で自らの新しい地位を築いていく上で､様々なカードを切ってロシアとの交渉で優位に立と
うとすることは自然なことである｡また､ポ-ランドの政治家にとって､カティンの森事件へのコミッ
トメントは国民の支持や期待を得ることにつながるだろう｡他方､ロシアにとってもEUに加盟した
東欧諸国との､さらにはEU自体との関係を見直す上で､歴史の清算は避けて通れない問題であるO
いずれにしても､未来に向かって隣国との関係を形成していく上で､過去の歴史は隠蔽したり蝕視
したりできないものであることをカティンの森事件は教えている｡両国の現代史に刺さったトゲを､ど
うやって抜いて傷口を癒すのかは､さまざまな方法があろう｡本稿が行ったインタビュー調査を分析
する限り､逝族が投も望んでいることは､カティンの森事件の真実を明らかにし､ロシアに罪を認め
させることだということが確認できた｡同時に､ポーランドの世論調査でも大部分の人々が全真相の
解明を求めていることが明らかになっている｡一方､欧州人権裁判所で客観的および公正に裁いてほ
しいという要求は一部の避族の連動にとどまっており､またその進展も見られない｡
本稿では､どのような形の現代史の摘発､歴史の共有､再認識が､新しい隣国関係の構築につなが
るのか､その考察をしていない.しかし,｢カティンの森事件のもうひとつの側面｣を詳細に検討する
ことによって､大きな教訓が得られると考えたいO
39RzeczpospoJta.2010428http//wwwrppl/altykul/467999_Wledza_co_to｣esLKatynhtml
http//wwwtvn24pl/0.1653325.0,1rosJan】e-Wュedza-0-katynlu一pO-katastrofle-)akby-wleCe)Wladomoschtml
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